
3K3K3K3K＿＿＿＿単単単単三三三三２２２２本本本本のののの懐懐懐懐中中中中中中中中灯灯灯灯ににににＴＴＴＴＴＴＴＴ４４４４４４４４４４４４ＡＡＡＡをををを入入入入れれれれれれれれ    

回回回回回回回回図図図図とととと定定定定数数数数のののの設設設設定定定定    

 

回回は標標標ななのなな。 

ＩＩ１：ＴＴ４４４、Ｔ１：４４ｕｕ、ｕ１：１ＫΩ、Ｉ１：１１４、 ｕ２：６６Ω、Ｉ２：２２１ｕｕｕ２２Ｖなな。 

ＴＬＬ１は１１Φを使っっっっ。 

Ｔ１とＩ２を色々変更なれと、入入中入が変化し、 効率との兼ね合いな、上上の定数に決ままましっ。 

入入中入が１番番なななれななに、コココを何何何か変更しっデデデをとまましっ。  

 

入入は、可変中電な実実なな。中圧と中入はデデデデコ表表なな (in_volt,in_mA)。 

出入回回の出出に抵抵１Ωを挿入し、 両端の中圧をデデデデコデデデデな測定しまな(out_mA)。 

直直ににながっっ白色ＴＬＬの両端の中圧な測定しまな(out_volt)。 

効率＝出入ｕ入入、% = out_volt x out_mA / in_volt x in_mA  

 

効率が非非に悪いのが気になままなが、平平回回がなながれのなしがな。 

Ｉ２を小さななれとデデデデの表表な上がま、数値上の効率が上がままな。 

照照がデスススなのな数値ななな、変化しないのななしとしましっ。距距１１ｃｃ。  

部部部部部部部部ををををににににななななををををっっっっ回回回回回回回回をををを作作作作れれれれ    

１１１円均均均な単三中三を２本使本の懐中中灯を

見につっ。 面白そなな形形だっっのな、 ＴＴ４４４Ａを使

っっ昇中圧回回を組込っ、 スポススの外外ににに提をっ

散歩本になれななに考考なな。 

長長長点灯を目標に回回を考考。 

明れさは、２６１ＴｕＬＬ２２ｃｃｃなしっ。  

その後、効率のないＴｕ回回に変更。 

ストトデデデな昇中圧回回を考考 
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今回は、小さな中電の入っっいっ筒に回回を押込っまな。 ＴＬＬ部部はその上に載ままな。 

完完の形状を同じになれななに考えまな。筒の周囲は空空ななのな、入にない部部は 筒の外外ににに下をまな。  

   

画像は、左かに、部部部形、拡大、ＩＩ表外。 

使本しっ部部。左かに、コココ、１１ΦＴＬＬ、中電コトデトコ、 抵抵ななを裏外に半半しっＩＩ、ＴＴ４４４。  

  

中中下にＩＩを縦に置き、ＴＬＬが真上になれ様に考えま

な。 

コココとコトデトコははれにと番し長を開つっ両外に位置さ

せまな。 中電電な必必なな。 
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頭部の中へ、組っ込っ、ＴＬＬの位置を調調しまな。 その他の部部ななまな収まれななに、周囲に押込っまな。 中電に

半半しっ中電電をになをっ、元元元に組っ立っ完完なな。 

反反反の中中の穴は、小さな中電本のココサななのな、１１ΦのＴＬＬ本に 大きなしっ、上かにかにせまな。中の部部の

固定はななっなないなななな。  

参参参参考考考考考考考考考考考考        

はの懐中中灯は、仰仰が４１照、回転仰照３６１照変えにれまな。 はの為金金が多な本いにれっいまな。 それにを注注

深な部電しっ再組っ立っをしないと完完しませし。 

まっ、形状がなな似っいれ物な販売されっいまな。 構構は同じなななのな部電しっ画像を載せまな。  

 

左：今回使っっなの。右：手手ちのデスス。 

違いがいなにかいままな。外観なは、ククスクの取ま付つが違いまな。 懐中中灯をにに下をれのか、帽帽ののさしに咬ませ

れのかの違いなな。 共に中電ななが、左は中三の向きが指定されっいまな。右は指定はいまませし。 今回のＴＬＬ化の

長には、中三の向きに指定がいれ方が安安なな。 

完完しっのな、上着の胸スポススの外外ににに下を、夕方

の散歩に出かつまな。  

 

仰を曲がっっ人と突突ににかまそなな事な避つにれまな。 

車は、異様な感じがなれのなしがな。避つっとなままな。 や

れやれ、安安しっ、暗なっな歩つまな。デスススは、 前方３

ｃな３１ｃｃ位の円形なな。 

 

手手ちの単三ニスニニ中三２本な２１長長なにい使えそな

なな。 

3K_3/7 



 

画像上外、左かに、筒に差し込しだ中電、耳当っの部部の外外の樹樹。 中の留め樹樹、はれを上外に引き出なと部

電なきまな。 

下外、左かに、反反反留め枠、はの機何はねじ込っ式、緑の機何はトスラ式。 反反反とニカデの透明樹樹、頭部、両

外面に摺摺本の金金がいままな。 右端、本形、中三収納部。  

おおおおままままつつつつのののの考考考考考考考考・・・・失失失失失失失失作作作作・・・・そそそそのののの１１１１        

はれは、最最単四２本を使っっラチ懐中中灯の回回を入れななと考えっ。 フデデニカスク回回のないっだの昇中圧回回

を使っっいっ簡単な回回だっっ。 それにをデデデと共に載せまな。  

 

画像上は本機なな。比比の為に並べましっ。 

画像中と下は、単四２本を使っっＴＬＬ懐中中灯なな。 まとななはないのなしがな、捨っ値なしっ。 案の定、後部のデコ

スラが摺作しませし。懐中中灯としっは使えませし。 

画像下の左かに３個目が、ＴＬＬと回回を組っ込しだ部部なな。 はの部部、１個摺作個、なな１個ＴＬＬ不個なしっ。  

頭部の中の画像。  

左右かになっいれ金金に、中中の筒に押込しだ中電かにの電が接触しまな。 

固定は反反反なな。 

はの左右の金金を外外に外し、電線を半半しっ組っ立っ、 中の回回とまっ

半半しっになをまな。シシデスしないななに注注が必必なな。 中三の＋外が

頭部のなちに外に接続されれのか、 長違えないななに調べっかに電線を半半

しまな。  

 

中中の筒の中にＩＩと抵抵、コトデトコが入ままな。 中電コトデトコとコココが

外外に入ままな。 
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画像左：ＴＬＬが不個だっっ基反。右：摺作個部。 

画像右：基反裏外、中電面。中中が＋外。実実のっめ半半付つ跡がいままな。  

 

次にはれにのデデデをとままな。入入中入と明れさのっなな。照照照距距１１ｃｃ。  

摺作個部、付属しっいっ２ΦＴＬＬ 

  

摺作不個部、適当な２ΦＴＬＬ 

  

摺作不個部、日亜２ΦＴＬＬ 

  

デデデを見れと１．２Ｖを境に回回が切ま替われなななな。 中三１本と２本を自摺な切ま替えっいれななな、スコデスに脱帽

なな。 基反の摺作は不個なはないのな、日亜２Φを使なはとにしっ。 懐中中灯を部電しっ、以下の物を作っっ。  

   

電線をになをっ、点灯を確確し、基反を中へ押込っまな。 
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おおおおままままつつつつのののの考考考考考考考考・・・・失失失失失失失失作作作作・・・・そそそそのののの２２２２        

再照デデデを取っっ。今照はコトサデの１１ΦのＴＬＬを使っっ。共に、照照照距距１１ｃｃ。 

  

ＴＬＬ単形のデデデは以下なな。 

  

   

完完しっなののデデデは以下なな。 

上かにニカデをかにせっ完完なな。  

 

しかしながに、中入を食な割には暗かっっ。 

まっ部電しっ、１１ΦのＴＬＬに変更し

まな。 配電しっに、基反を中に押込

っまな。 

 

反反反は、中中を１１Φの穴に大きな

しまな。 取ま付つれと完完なな。 
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デデデを見れと、実実デデデと随部違いまなね。 はとになれと中安ががれっデデデをとっっかなしれませし。 

はの懐中中灯には、ニスニニ中三を使な予定なしっ。 それになれと、２．６ＶＶ２．４Ｖの範囲は、１１１１ＴＬＬと読めまな。 

ＴＬＬ単形のデデデを見れと、１１１１ＴＬＬなは２ｃＡ位なな。 なな番し入しっ明れなっなと考え、やはま、 昇中圧回回、定

中入駆摺に変更しななと最最の回回になまましっ。  
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